
　

市
内
特
別
支
援
学
級
の
児
童
生
徒
と
ふ
れ
あ
い
作
業
所
の
方
々
が
作
っ
た
作
品
の
即
売
会
を

次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

平
成
三
十
年
二
月
十
日
（
土
）　

十
時
〜
十
一
時
半

▽
場
所　

新
川
中
学
校　

体
育
館

▽
内
容
（
予
定
）

　

新
川
小
学
校　
　
　

こ
け
玉
・
袋
物
（
辞
書
袋
、
移
動
ポ
ケ
ッ
ト
）
・
給
食
用
マ
ス
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ
ジ
ン
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
く
る
み
ボ
タ
ン
付
き
小
物
・
ワ
イ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト
、
メ
モ
帳

　

中
央
小
学
校　
　
　

新
聞
紙
の
ご
み
箱
・
ふ
き
ん
・
薔
薇
の
ク
リ
ッ
プ
・
薔
薇
の
ブ
ロ
ー
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー

　

大
浜
小
学
校　
　
　

雑
巾
・
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
に
ん
じ
ん

　

棚
尾
小
学
校　
　
　

ミ
ニ
ク
ッ
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
タ
ー
・
お
し
ゃ
れ
ハ
ン
ガ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

髪
か
ざ
り
・
雑
巾

　

日
進
小
学
校　
　
　

マ
ス
ク
・
ナ
フ
キ
ン
・
巾
着
袋
・
辞
書
袋
・
消
臭
ポ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ド
ル
・
ヘ
ア
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
・
雑
巾
等

　

西
端
小
学
校　
　
　

絞
り
染
め
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
消
し
ゴ
ム
ス
タ
ン
プ
・
新
聞
エ
コ
バ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ガ
ム
テ
ー
プ
バ
ッ
グ
・
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
の
小
物
入
れ
・
消
し
ゴ
ム
な
ど

　

鷲
塚
小
学
校　
　
　

ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
マ
グ
ネ
ッ
ト
・
に
ん
じ
ん
・
根
付
け
・
花
の
苗
・
か
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
・
た
た
み
コ
ー
ス
タ
ー
・
ヘ
ア
ピ
ン
・
巾
着
・
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト

　

新
川
中
学
校　
　
　

陶
芸
作
品
・
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
・
布
小
物

　

南　

中
学
校　
　
　

紙
工
芸
品
（
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
・
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ぽ
ち
袋
・
封
筒
・
コ
ー
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ュ
シ
ュ
・
カ
イ
ロ
ケ
ー
ス
・
ペ
ン
立
て
・
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
な
ど
）

　

東　

中
学
校　
　
　

寄
せ
植
え
の
鉢
・
花
の
苗
・
手
作
り
小
物

　

西
端
中
学
校　
　
　

雑
巾
・
巾
着
袋
・
ペ
ン
立
て
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
入
れ
・
写
真
た
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
み
台
・
花
台
・
折
り
た
た
み
台
・
皿
立
て
・
手
さ
げ
・
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド

　

中
央
中
学
校　
　
　

縫
製
作
品
（
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
・
シ
ュ
ー
ズ
ケ
ー
ス
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
作
り
デ
ザ
イ
ン
封
筒
・
包
装
用
リ
ボ
ン
・
ヘ
ア
ゴ
ム
（
装
飾
付
）
・
デ
コ
パ
ー
ズ
石
鹸
等

　

ふ
れ
あ
い
作
業
所　

ク
ッ
キ
ー
・
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
・
ビ
ー
ズ
・
自
主
製
品

即
売
会
に
来
て
ね
！

《昨年度の様子》

第63号
碧南市特別支援教育推進活動委員会だより

執筆　編集　発行
碧南市特別支援教育推進活動委員会

啓発活動部

さ さ え あ い 平成30年２月1日− 1− 第63号

　碧南市特別支援教育推進委員会では、児童・生徒が将来自立できるよう援助する活動を

計画し、推進しています。また、市民のみなさんに特別支援教育を一層理解していただけ

るよう、「ささえあい」を発行しています。今号は、中学校合同交流会、合同運動会、通

級指導教室、即売会について紹介します。

　毎年７月に、中学校特別支援学級合同交流会を行っています。目的の一つ目は、他校の生徒とも親睦を深め、そ
の後の交流活動（合同運動会、そくばい会）を協力してがんばろうという気持ちを育てることです。コミュニケー
ションが苦手な生徒たちが多いので難しさもあ
りますが、教師が間に入って、生徒たちの会話
をつなげるようにしています。二つ目は、他校
の作業学習を体験して互いの活動を知ることで
す。市内中学校の作業学習は、それぞれに特徴
があり、独自の活動をしています。今年は新川
中学校で取り組んでいる陶芸をみんなで体験す
ることができました。粘土が苦手な生徒も「最
初はうまくできるか不安だったけど、ふだんで
はなかなかできない体験ができて楽しかった。」
と感想を言っていました。

　９月27日（水）棚尾小学校で「碧南市特別支援学級合
同運動会」が開催され、市内特別支援学級の児童生徒、
市内幼稚園・保育園・にじの学園の園児、碧南在住の特
別支援学校の児童生徒１４７名が参加しました。子ども
たちは、赤組と白組に分かれて、楽しく力いっぱい競技
に参加することができました。
　「一番楽しかったのは、パン食い競争です。手を使わ
ずにとれたからすっきりしました。チョコとクリームが
入っていておいしかったです。」（２年児童）
　合同運動会では、事前準備や司会進行、競技の補助な
ども、子どもたちが行います。
　「玉投げの数える係になってうれしかったです。上手
にできました。また、玉投げの数える係をやりたいです。」
（２年児童）

　「玉拾いの係をやって、忙しかったけど運動会の支えになれたと思う。中学生は、みんなの前でしゃべっていた
ので、勇気があるなあと思いました。」（５年児童）
　楽しかった運動会。自分の役割をしっかり果たせた運動会。上級生が活躍する姿を見て次の目標ができた運動会。
たくさんのことを学んだすばらしい運動会でした。

　通級指導教室とは、小・中学校に通う子どもが、通常の学級に在籍しながらその子の苦手な部分を補うために個

別の指導を受ける教室です。現在、碧南市では、全小学校で約70人の児童が通級指導を受けています。

　週に何時間か通級指導教室に移動して、それぞれの困りごとや課題に合わせた支援・指導を受けます。例えば、

注意力や集中力を高めたり、人との関わり方や社会ルールを学んだり、手先の器用さや形をとらえる力を高めたり

というように、さまざまなトレーニングや認知発達を促す課題などを行っています。また、漢字や音読、計算が苦

手な児童には、その子に合った方法で練習を行います。通級指導教室に通う児童が、「できた」「楽しかった」と

満足感をもち、自己肯定感が高められることを願って指導を行っています。

 中学校合同交流会

 子どもたちが大活躍
合同運動会

 通級指導教室とは？

さ さ え あ い 平成30年２月1日− 2− 第63号

種目「シュートして倒せ！妖怪ウオッチとともに！！」

陶芸「手形プレートづくり」に挑戦
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